
■ ねらい

■ 参加料（税込）

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

激変するビジネス環境で求められる「一歩先を読む力」を養う！

■発想・設定 　

先見性を鍛える思考力強化セミナー
18 2日間

■定　員 24名

■定　員 30名

C.クリステンセン教授による、新商品・新サービスを生み出す、JOBSメソッドを学ぶ！

■発想・設定 　新規事業を生みだす

「ジョブ理論」活用セミナー
19 2日間

JMA100186 検 索

JMA100402 検 索

■定　員 30名

自律型人材に必須のスキル「課題設定力」

■発想・設定 　課題設定力養成セミナー
17 1日 JMA100181 検 索

１日
10:00

時間

17:00※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。

62,700円／ 1名
74,800円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

『課題設定力』
「何をすべきかを自ら考え出す力」であり、「どうやってそれを成し遂げるか」を考

え出す、「問題解決力」の上流に位置するスキルです。
現代は、数ヶ月後の将来さえ予測が困難な時代です。こういった状況下では、リアル

タイムに状況を分析し、指示待ちでは無く、自らの判断で動くこと、つまり課題設
定することが求められるようになっています。一方では、設定する課題自体が適切
でない場合には、その課題に取り組んだ成果も期待したものにはなりません。

本セミナーでは、実務の中で本質的に何を課題に設定すればよいのか、という
視点や思考、発想をさまざまなケースを通じて学びます。

1. 「課題設定力」とは？
•問題とは？課題とは？
•課題設定に必要な力　　
•視点・思考・発想の偏りを知る
•ロジカルシンキング（論理的思考）とラテラルシンキング（水平思考）の使い分け

2. ■Step1  問題の明確化
1-1．ロジカルに問題を整理する

見方と考え方（MECE、フレームワーク、仮説思考）
1-2．ラテラルに問題の捉え方を変え問題を捉え直す（視点移動）

3. ■Step2  原因を分析する
2-1．ロジカルに原因を究明する

“何故”を繰り返す（ロジックツリー）
2-2．ラテラルに原因を探し出す
　　  一見関係ないことに視点を切り替える
　　  仮説形成のための「観察」

4. ■Step3  課題を設定する
3-1．ロジカルに解を導き出す
　　  仮説思考
3-2．ラテラルにアイディアを出す

アナロジー（類推)
ブレーンストーミング

●若手～中堅社員、現場リーダー層
●業務で問題解決や企画業務を行っている方
●“問題解決”の方法は理解し実践しているが、自ら“課題設定”をする方法が
　分からない方、苦手な方

■ 対　象

■ ねらい

2023年12月  6日（水）※オンライン
2024年  5月16日（木）※会場（東京）
2024年  9月11日（水）※会場（東京）
2024年12月  5日（木）※オンライン
2025年  2月  5日（水）※会場（東京）

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

■ 参加料（税込）

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

■講　師 清水 久三子
株式会社AND CREATE
代表取締役

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日目
9:30

時間

17:30

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

125,400円／ 1名
148,500円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

激変する現在のビジネス環境においては、単にこれまでの延長だけでなく、
「一歩先を読んだ」仕事のやり方が求められています。

本セミナーでは、例えば事業計画や新商品・サービス企画、営業場面でのお客様
への提案等、ビジネスパーソンに必要となる“先読み力”について、その基本的考え
方や強化法、応用できる思考法を講義と演習を織り交ぜながら、実践的に習得します。

1. イントロダクション ■演 習
•目的目標確認
•ビジネス環境の変化と先見力
•アイスブレーク演習

2. 未知を考える“外向き思考”　■演 習
•「無知の知」の重要性
•外向き思考と内向き思考の違い
•問題発見のためのWhy型思考

3. 「思考のプロトタイピング」としての“仮説思考” ■演 習
•「ホーム」と「アウェイ」の違い
•思考のプロトタイピングとしてのフェルミ推定
•仮説思考のポイントと阻害要因

4. 「思考の盲点」を探す“フレームワーク思考”　■演 習
•思考の盲点をなくすには？
•フレームワーク思考とは？
•フレームワークの軸、構成要素、範囲、タイプ
•アイデアの探し方

5. 未来を類推する“抽象化／アナロジー (類推)思考”　■演 習
•アナロジー (類推)思考とは？
•現代の兆候から将来を予測する
•抽象化でコンセプトを可視化する
•アナロジー思考を鍛えるために

6. まとめ ■演 習
•全体のまとめ
•実務への展開演習
•Q&A

２日目
9:30

時間

17:30

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）■ ねらい

●管理職・リーダーの方々
●経営企画・事業部・商品企画・マーケティング等の企画担当者の方々
●大きなビジョンを含んだ顧客提案が必要な方々

■ 対　象

①「未来を考えること」と「日々の業務を回すこと」の決定的な思考回路の相違を明確
にします。

②フェルミ推定で仮説思考を学ぶことで、限られた情報と時間で将来の仮説を構築
する手法を習得します。

③フレームワーク思考の活用法を学ぶことで、“課題の全体像を俯瞰する力”と
“全体像を最適の切り口で分解する力”を養い、思考の盲点をなくします。

④トレンドの構造を読み解き、似たような構造を持つ過去の事象や他の世界の
パターンから、この先どうなるかを予測するアナロジー思考を習得します。

■ 特　長

2023年12月12日（火）～13日（水）※オンライン
2024年  3月  5日（火）～  6日（水）※オンライン
2024年  7月  2日（火）～  3日（木）※会場（東京）
2024年10月16日（水）～17日（木）※オンライン
2024年12月  5日（木）～  6日（金）※会場（東京）
2025年  3月  6日（木）～  7日（金）※オンライン

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

■ 参加料（税込）

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。

121,000円／ 1名
144,100円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ 対　象
●イノベーションのためのビジネスアイデア発想法を習得したい方
●ビジネスモデルを描く上で、何からどのように考えたらいいかを学びたい方
●“顧客価値”や“マーケティング戦略”の策定・見直しをしたい方
●新商品開発・新事業開発・研究開発・経営企画・マーケティング部門で事業機会を
　発見したい方々

1日目
10:00

時間

17:00

1. 商品が売れる理由を考える
•PSF（Problem Solution Fit）
•ジョブ理論
■個人演習　自社の商品が売れている理由

2. JOBSメソッド®のフレームワーク
•Jobs：困り事が生まれる特定の状況を切り出す
•Objectives：解決策/商品の方向性を決める3種類の目的
•Barriers：解決策/商品を選ぶ/買うときの4種類の障害
•Solutions：顧客が今行なっている工夫
■グループ演習　ジョブ視点でヒットの理由を考える
■個人演習　愛用品で考える自身のジョブ
■グループ演習　ジョブ視点で商品の普及を予測する
■グループ演習　既存のサービスを再定義する

3. 価値提案
•価値提案はジョブで決まる
•ジョブの変化
■グループ演習　商品から逆算で価値提案を考える
■グループ演習　ジョブの変化を振り返る

4. B2Bビジネスへの応用
•ステークホルダーの把握
•B2Bでの実戦のポイント

5. ビジネスモデルの検討方法
•ビジネスの構成要素
•ビジネスモデルキャンバスの使い方
■グループ演習　既存のビジネスモデルを変革する
■グループ演習　新たなビジネスモデルを描く

6. 新規事業提案の型
•ピッチ

2日目
10:00

時間

17:00

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

2024年  3月  5日（火）～  6日（水）※オンライン
2024年  9月19日（木）～20日（金）※オンライン
2025年  3月11日（火）～12日（水）※オンライン

新ビジネスや新商品・新サービスを考えるためのセミナー！
◆顧客価値発見の具体的な手法や、価値提案（ValueProposition）の考え方、ビジ

ネスモデル・収益モデルの要素と基本類型などを具体的な事例と共に学びます。
本セミナーは、『イノベーションのジレンマ』著者のC.クリステンセン教授によって

体系化された、イノベーティブな製品やサービスを生み出すための“顧客洞察”の
手法であるジョブ理論（JOBSメソッド®）を学べるプログラムです。

また、新しく生み出したビジネスアイデアを、事業として構造化し、収益を上げる
までの全体像、いわゆる“ビジネスモデル”の設計の仕方も学べるプログラムです。

企業の新規事業開発支援（コンサルティング、メンタリング、トレーニング）を多数
手掛けているコンサルタントから具体的に学べる貴重なセミナーです。

各種検索サイトで
セミナーID

各種検索サイトで
セミナーID

各種検索サイトで
セミナーID

あらゆる「ビジネスシーン」に求められる必須スキル！

■プロセス思考 　実務への活かし方がよくわかる!!

ロジカルシンキング習得セミナー
20 1日

■定　員 30名

JMA150775 検 索

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日
10:00

時間

17:00

●ロジカルシンキング（論理思考）を実務に活かす方法を理解し、仕事ですぐに使える
ようになることを目指す

●ロジカルシンキング（論理思考）を実務に活用することで、現在より効果的・効率
的に仕事が進められるようになることを目指す

1. オリエンテーション

2. ロジカルシンキング（論理思考）とは
•ロジカルシンキングの活用イメージ
•論理の基本構造
•縦の論理（演繹法、帰納法）
•横の論理（MECE）
•ロジックツリー
•マトリックス、など
■演 習 　原因を整理する、主張を展開する

3. ロジカルシンキングに必要な考え方
•目的意識を持つ
•仮説を立てて検証する
•広く考える（≒発散）
•優先順位をつける（≒収束）
•現状を健全に疑う、など

■演 習 　ロジカルシンキングの実践

4. ロジカルシンキングの実務への活かし方
•コミュニケーション（話す、きく）
•提案、プレゼンテーション
•資料作成（ロジカルライティング）
•問題解決、など

5. まとめと行動計画作成
•ロジカルシンキングの身につけ方
•行動計画作成、など

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）■ ねらい

2023年11月  8日（水）※オンライン
2024年  2月  7日（水）※オンライン
2024年  5月16日（木）※オンライン
2024年  8月  8日（木）※会場（東京）
2024年11月12日（火）※オンライン
2024年12月10日（火）※会場（東京）
2025年  2月18日（火）※オンライン

■ 会期・受講形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

●上司やお客さまに対して、説得力や納得感のある主張や説明をしたい方々
●企画書や提案書等で、結論とそれにいたる筋道を根拠とともに示したい方々
●職場の問題解決のために適切なテーマや原因、解決策を見つけたい方々

■ 対　象

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

62,700円／ 1名
74,800円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ 参加料（税込）

各種検索サイトで
セミナーID

※プログラム内容に関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）1955　【e-mail】kaisou@jma.or.jp ※申込みに関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）6271　【e-mail】seminar@jma.or.jp

～論理の基本構造、イメージ図～
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なぜ（Why So?）
例えば？（how？）

モレなくダブりなく（MECE）

根拠・事実

結論・主張

根拠・事実根拠・事実

■講　師 細谷 功
ビジネスコンサルタント

■講　師 山田 竜也
株式会社インディージャパン
取締役 トレーニングディレクター
電気通信大学 機械制御工学専攻 修士
MIT Sloan Executive MOT

■講　師 藤原 貴也
株式会社チアーズコンサルティング
代表取締役社長




